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資格指導を中心とした
工業高校の具体的取り組み

バブル後の日本経済は依然低迷し，高校卒

業生を取り巻く雇用情勢及び社会状況は厳し

いものがある。普通に授業や部活動に取り組

んでいるだけでは，なかなか希望の進路を見

出すことはできない。

さらに，入社した会社が自分自身に合わな

い場合，転職することは極めて困難である。

このような状況を打開するためには，特技を

持つことが有効な手段である。

埼玉県には，１１年前頃から資格取得者にそ

の難易度に応じて点数を付け，その合計点が

規定の点数に達すると県知事が表彰する「技

術顕彰制度」がある。

県内の工業高校では，技術顕彰制度発足当

時は３００名前後が表彰されたが，目標を持っ

て学習させることや，企業が資格取得者を優

先採用する等のこともあり，資格を取得する

者が年々増加し，最近では６００名近くにのぼる。

そんな中で本校は，積極的に資格取得指導

に取り組んでいる。専門学科を中心に国家資

格取得指導を前面に出して，小学科の枠を越

え，学校全体の課題として取り組んでいる。

ここに，その概要を紹介する。

１. はじめに

春日部工業高校は，埼玉県の東部に位置す

る人口２０万人の春日部市にある。

本校は，日本の高度経済成長時期の昭和３９

年に創設され，３９年の歴史を持つ中堅の工業

高校である。

設置学科は，機械科，建築科，電気科各科

２学級，計６クラスで，生徒数は７２４名（内

女子３０名）である。特徴としては，部活動と

資格取得に熱心な工業高校として，中学校や

保護者からも定評がある。

現在，１３・１４年度「工業所有権標準テキス

ト（特許編）」の有効活用に関する実験協力

校として（社）発明協会や，またロボット・実

験学習メニューの開発支援事業について科学

技術振興事業団から，それぞれ委託された事

業を実施中である。

なお，漫画「クレヨンしんちゃん」の漫画

家・臼井義人氏は本校の卒業生で，テレビ放

映されているアニメーションの舞台には，春

日部市及び近隣の様子が時々登場する。

春日部工業高校の資格取得状況は，［表１］

のとおりである。特に注目いただきたいのは，

技術顕彰表彰者が［表２］のとおり，県内工
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の中に位置付けることが難しく，合格を

させるための指導にならざるを得ない。

そのため，早朝や放課後等に指導を行

い，［表３］のように合格者を年々増加

させることができた。

多種多様な資格がある中で，国家資格

は容易に取得できない。まして高校生に

とっては，現実的にいくつかの問題点が

ある。

（１）高校生の学力が低下している。

（２）仕事に有利な資格は，技術的な知

識や実践的な知識，法令等を理解しな

ければならない。しかも実務経験がな

い。

（３）資格だけに取り組む時間が多くと

れない。

そこで，機械科や電気科の教員が，過

去の問題を分析・研究し，出題頻度から

２２

業高校内での割合が１１年度は２５％，１２年

度は２２％である。これは，先にも述べた

ように，資格取得に特に熱心な指導体制とと

もに，生徒が積極的に自分の属する専門学科

以外の資格取得にも挑戦していることの現れ

である（写真１）。

また，工業分野以外の分野でも多くの資格

を取得している。

また，昨年度から始まった全国工業高校長

協会のジュニアマイスター制度では，全国最

高得点者（１３０点）が誕生するなど，４５名が

ゴールドやシルバーの称号を授与された実績

もある。（写真２，新聞記事）

資格試験の指導は，指導要領に基づく体系

４. 試験向きの指導法

写２　新聞記事から

表３　主な資格取得状況

写　　１
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写　　３

写　　４

学校で徹底的に指導を繰り

返した。他科の専門外の生

徒が頑張る姿を見て，お互

いに競争心が出てきた雰囲

気もある。

さらに指導者側も実際に

その資格試験を受験してそ

のノウハウを体験し，その

成果を生徒に伝授している

ことも重要な要因である。

必要最小限度のデータを集めて，図やグラ

フ・表などを多く取り入れ，視覚に訴えるよ

うに心がけた，自作テキストを作成した（写

真３）。

また，資格試験の特徴として，数値や難し

い計算式が多く，市販の参考書や問題集だけ

では理解するのが困難であるので，社会科の

年表を覚えるように，難しい式や紛らわしい

数値をすべて「語呂合わせ」にし，テープや

ＣＤに録音し無料で貸出した。それにより，

部活動に熱心で補習に出席できなかったり，

勉強する時間が少ない生徒も，電車の中でヘ

ッドホーンで音楽を聴く感覚で，勉強するよ

うになった。

試験直前になると，毎日，夜１０時過ぎまで，

これらの地道な取り組みの成果が，学習・

生徒指導面によい結果をもたらしている。ま

た，企業や地元社会あるいは中学校等にも広

く浸透してきた。

（１）取り組みが，３大新聞をはじめ東京・

埼玉新聞に度々紹介され，反響も大きく，

生徒募集活動によい結果を与え，学校の活

性化につながった（写真４）。

（２）成績が振るわない生徒も合格すること

で，自信が増し，学習意欲の向上につなが

った。

（３）休憩時間などに生徒同士で「語呂合わ

せ」をしており，教室が学習の場であると

５. 効　　果



いう雰囲気が増した。

（４）資格取得がきっかけで勉強方法が身に

付き，成績が向上した。

（５）学校の規則を遵守しない生徒は講習会

に参加させない等の方針から，生徒指導に

も役立っている。

（６）運動部以外の生徒の多くが１年を通し

て何らかの資格取得に挑戦しているため，

生徒指導対象者が大変少なくなってきてい

る。

（７）進路指導面でも，１名枠採用の企業で

資格を多く取得している生徒を増加枠で採

用してくれたり新聞で掲載された生徒を採

用したいとの申込みもあった。

（８）多くの資格を取得した卒業生は入社後，

多額の資格手当を受けていることや，会社

の上司を含め社員に社内教育の指導者に抜

擢された等の嬉しい話が報告され，後輩へ

の刺激となった。

（９）多くの資格を取得した生徒は，大学の

特待生やＯＡ入試などで合格を手に入れた。

（１０）新聞に掲載されたことにより，リスト

ラ等で困った社会人の方からも勉強方法の

問い合せがあり，本校での危険物取扱者試

験の開放講座は大変喜ばれ，受講者の真剣

な受講態度が生徒にも反映し，よい刺激に

なった。

（１１）各資格における「語呂合わせ」の数は，

５０～２００位であるが，この資料を自作した

ことで，教員の頭の中が整理され，生徒から

の質問にもすぐ対応できるようになった。

生徒にとっては，受験生徒のほとんどが

合格するようになると，落ちたくないとい

う意欲が出てきて，一層頑張るといったと

ころが本音であろう。

さらに，資格の数によって県知事や全国

工業高校長協会から表彰を受けることによ

り，励みが倍増したことも考えられる。

２４

長期間にわたる多種の資格指導には，多く

の悩みもつきものである。主な課題を紹介す

ると，

（１）早朝や放課後，夏季・春季の補習等は

純粋なボランティアであり，代休などとれ

ない悩みがある。試験日が連続する場合が

あり，連日特訓の状況もある。

（２）市販の参考書は高価であり，しかも法

令等の改正が多く，常に新しい本を買い求

めなくてはならない悩みがある。指導者の

経済的負担が大きい。

（３）自作テキストも常に改訂作業が必要で，

資料やテキスト印刷等に相当な時間と労力

が求められる。

（４）資格取得に挑戦する生徒の増加に伴い，

指導場所の確保が急務となる。

（５）資格試験の受検料が高額で，生徒の経

済負担が増す。

（６）一部保護者の理解不足があり，学校で

資格取得を教えるのは当然という考えの方

がいる。

（７）人事異動に伴う，指導体制の確立が求

められる。

資格取得が，生徒にとって学習意欲の向上

や進路確保に有効で，学校にとっても生徒指

導や生徒募集，特色ある学校作り等に効果が

あることが実証された。しかし，教員のボラ

ンティアだけに頼っていてよいのであろうか

という苦悩もある。

これらの苦悩も救われる時がある。合格し

た喜びの生徒の顔を見る時で，「また来年頑

張るか」となる。自ら生きる力を育みながら，

生徒個人の目標と学校の目標達成へ，今後も

学校をあげて努力したい。

７. おわりに

６. 今後の課題


